
グローバル⼈材育成教育学会第１２回全国⼤会開催案内（第 3 報） 
⼤会委員⻑   ⻘柳 達也 
⼤会実⾏委員⻑ 佐々⽊有紀 

 
⽇時：2025 年 2 ⽉ 8 ⽇（⼟）・９⽇（⽇）   
会場：中村学園⼤学・中村学園⼤学短期⼤学部（福岡市営地下鉄七隈線 別府駅徒歩１分） 
⼤会テーマ：個⼈・組織・社会の Well-being を⽬指すグローバル⼈材育成 
 

⼤会プログラム 

2 ⽉ 8 ⽇（⼟）１２：３０〜１７：１０ 

11:30 受付開始  
12:30〜12:45  会場【2604】 
開会式 

会⻑挨拶：アーナンダ クマーラ 
（グローバル⼈材育成教育学会会⻑、Lanka Nippon Biztech Institute 学⻑) 

開催校挨拶：佐々⽊ 有紀（⼤会実⾏委員⻑、中村学園⼤学・中村学園⼤学短期⼤学部） 
 
12:45〜14:15 会場【2604】 
⾔語教育実践研究専⾨部会発⾜記念国際シンポジウム： 

（企画：⾔語教育実践研究部会（以下、⾔語部会と記す）） 
「グローバル⼈材育成におけることばの教育」 

コーディネーター：内⽥ 富男（⾔語部会部会⻑、明星⼤学） 
12：45〜12：50 内⽥富男部会⻑「部会趣旨・シンポジスト紹介・シンポジウム趣旨」 
12：50〜13：10 
講演１ 外国語学習と⺟語の関係：⽇本語⼒がないと英語学習の成果が上がらない 

⼩野 博（グローバル⼈材育成教育学会名誉会⻑、中央⼤学・研究開発機構教授） 
13：10〜13:30 
講演２[遠隔登壇・共同講演]海外における⽇本語教育事情：スリランカの事例を中⼼にして 

Dr. Samanthika Lokugamage（Senior Lecturer Sri Jayewardenepura ⼤学⾔語学科
上級講師） 
佐⼟井 俊之（Lanka Nippon BizTech Institute 上級講師・⾔語学科⻑） 

13：30〜13：50  
講演３「あればさらに良し！されど・・・？」英語能⼒は海外留学成功の必要⼗分条件か？ 

⼤六野 耕作（グローバル⼈材育成教育学会理事⻑、明治⼤学顧問・名誉教授） 
13：50〜14：15質疑応答・フロアーとの討議、及び「総括」 アーナンダ・クマーラ会⻑ 



14:15~14:25 休憩 
 
14:25〜15:00 会場【2604】 
賛助会員プレゼンテーション 

株式会社エヌ・ティ・エス 
⼀般財団法⼈ 国際ビジネスコミュニケーション協会 
⼀般社団法⼈Ｇｌｏｂａｌ８ 

グローバルクリック株式会社 
⽇経メディアマーケティング株式会社 ⻄部⽀社 
株式会社アルクエデュケーション 
株式会社 EdulinX 
教育情報サービス 

 
15:00〜16:00 会場【2604】【2701】【2702】【2704】【2705】 
オンライン国際交流： 
「若者が⽇本語で考える Well-being：私たちはこうやってリラックスする」 
（企画：国際交流委員会） 

参加者出⾝国（予定）：⽇本・台湾・ベトナム・スリランカなど 
⾔語：⽇本語（やさしい⽇本語） 

 
16:00~16:10 休憩 
 
16:10-17:10 会場【2701】 
⾼校⽣による課題解決型探究学習シンポジウム 
「WWL拠点校における探究学習の取り組みと教育効果」 
参加：⼤妻中野⾼等学校、中村学園⼥⼦⾼等学校、愛媛⼤学附属⾼等学校 

 
16:10~17:10 会場【2702】 
ワークショップ「海外経験成果の可視化―異⽂化対応⼒測定尺度（2019年度版）の利⽤」 

（企画：異⽂化対応⼒育成研究部会） 
⻘柳 達也（佐賀⼥⼦短期⼤学） 
⼩野 博（中央⼤学） 
⼯藤 敏郎（⼤阪体育⼤学） 
佐々⽊ 有紀（中村学園⼤学） 
新⽥ よしみ（福岡⼤学） 
古村 由美⼦（名古屋外国語⼤学） 
光永 悠彦（名古屋⼤学） 
 



17:30~19:30 会場【中村学園⼤学⾷育館】 
情報交換会 
 

2 ⽉ 9 ⽇（⽇）９：００〜１７：００ 

9:00〜11:30 会場【2604】【2701】【2702】【2705】 
⼀般演題発表（20 分＋5 分） 
【2604】 
9:00~9:25 

発表① 語学学習における歌詞の価値−J ポップ詞の語彙分類と学習材としての価値評価
（中間報告）− 
内⽥ 富男（明星⼤学）、内⽥ 景⼦（産業能率⼤学）、奥⼭ 則和（桐蔭学園）、 
島 由佳（⿅児島⾼等学校）、島 由季（⽇置市役所）、南部 匡彦（⻑野県⽴⼤学） 

9:30~9:55 
発表② 複⾔語環境で育むこどもの⾔語習得」について保育者への意識調査 

     杉本 孝美、オチャンテ 村井 ロサ メルセデス（桃⼭学院教育⼤学） 
10:00~10:25 
 発表③ 多⾔語演劇の⼿法を活⽤した多⽂化理解と⾔語学習カリキュラムの実践研究（２） 

⻘柳 達也、張 允麘、⾦武 雅美、丁 仁京（佐賀⼥⼦短期⼤学） 
10:30~10:55 
  発表④ グローバル⼈材育成の対象と学び⽅を拡げよう 
  ⼋⽊ 智裕（⼀般社団法⼈Ｇｌｏｂａｌ８） 
【2701】 
9:00~9:25 
 発表① 地域における異⽂化間交流が⾼校⽣のグローバル意識に及ぼす影響 −SCAT に

よる質的分析を通して− 
島 由佳（⿅児島⾼等学校） 

9:30~9:55 
 発表② 児童の「地域と世界に対する課題解決意識」に関する⼀考察 −地域学習からグロ

ーカル教育への橋渡しをめざして− 
関 裕⼦（兵庫教育⼤学⼤学院学校教育研究科） 

10:00~10:25 
 発表③ 伝統技術を通じた国際共修 −たたら製鉄と和鉄由来のプロダクトアイデア− 

村上 理映、太⽥ 絵⾥、松崎 由⾥（東京科学⼤学） 
10:30~10:55 
 発表④ ⼀法⼈複数⼤学制度における国際戦略とグローバル⼈材育成 −奈良のアドバン



テージを最⼤化するユニークな学びとは？− 
  橋⽥ ⼒（奈良⼥⼦⼤学） 
【2702】 
9:00~9:25 
 発表① 受⼊事業と派遣事業でつなぐ短期プログラムから DDへの道 

北 浩⼦（九州⼤学⼤学院農学研究院）、廣政 恭明（九州⼤学国際ナビゲーション
センター）、房 賢貞（九州⼤学⼤学院農学研究院）、中村 真⼦（九州⼤学⼤学院
農学研究院） 

9:30~9:55 
 発表② 異⽂化に対する意識の変容を⽬指した教育プログラムの開発研究 ―グローバル

⼈材の育成を⽬指して― 
赫連 茹⽟（岡⼭⼤学社会⽂化科学研究科・院⽣） 

10:00~10:25 
 発表③ ⻑期海外ボランティア活動を通じた学びのプロセスの予備的考察 −国連ユース

ボランティアの参加学⽣へのインタビューから− 
  三牧 純⼦（明治⼤学） 
10:30~10:55 
 発表④ 学⽣主導型国際共修プログラム COIL+の教育効果分析̶COIL-NEXTへの展開 

房 賢貞（九州⼤学⼤学院農学硏究院） 
11:00~11:25 
 発表⑤ ⼩学校グローバル教員養成を⽬指して −オーストラリアでの在外教育実習への

取り組み− 
⽊原 美樹⼦（中村学園⼤学） 

【2705】 
9:00~9:25 
 発表① ⾝近なサイエンスを⽤いたグローバルコンピテンシーの育成 

⽥中 忠芳（⾦沢⼯業⼤学） 
9:30~9:55 
 発表② 短期留学が中⾼⽣のグローバルコンピテンスに与える影響 ―成⻑要因と阻害要

因の考察― 
⾼城 宏⾏（⽟川⼤学）、奥⼭ 則和（桐蔭学園）村松 教⼦（明治⼤学付属明治⾼
等学校・中学校） 

10:00~10:25 
 発表③ 理⼯系学⽣の留学促進に向けた試み −インドネシアと⽇本における BEVI 実施

を通して− 
⼩林  伊智郎（拓殖⼤学）、⻄⾕  元  (広島⼤学、創価⼤学）、Kurnianingsih



（Politeknik Negeri Semarang）、Angga Wahyu Wibowo（東京都⽴⼤学）、 
下川原 英理（東京都⽴⼤学）、何 宜欣（拓殖⼤学）、⼤保 武慶（東京都⽴⼤学）、
柴⽥ 祐樹（東京都⽴⼤学） 

10:30~10:55 
 発表④ ⾔語習得×異⽂化理解×平和教育 −ハワイ⼤学とのオンライン交流授業事例紹

介− 
  上杉 裕⼦（叡啓⼤学）  
11:00~11:25 
 発表⑤ Enhancing Competencies for Global Human Resource Development 

Takahiko Hattori (Otsuma Womenʼs University) 
 
9:30〜12:30 学⽣ポスターセッション掲⽰時間 会場【2704】 
11:30〜12:30 学⽣ポスターセッションコア（発表）タイム 会場【2704】 
「地⽅⼤学からの海外体験を通して学んだこと」 

企画：北海道⽀部、⼩野 真嗣（室蘭⼯業⼤学） 
発表①：岩城 考雲（室蘭⼯業⼤学理⼯学部創造⼯学科航空宇宙⼯学コース 2 年） 
発表②：室 拓実（室蘭⼯業⼤学理⼯学部創造⼯学科建築⼟⽊⼯学コース 2 年） 
発表③：若⼭ 隼（北⾒⼯業⼤学⼤学院⼯学研究科 1 年）、久保 ⽐呂美（北⾒⼯業⼤

学国際交流センター） 
発表④：若松 倫妃（宮崎⼤学⼯学部 3 年）、⾺渡 瞭（宮崎⼤学⼯学部 3 年）、川邉 

晴⾹（宮崎⼤学⼯学部 4 年）、川崎 典⼦（宮崎⼤学⼯学部⼯学基礎教育セ
ンター） 

発表⑤：兼尾 孝規（中村学園大学教育学部 4年）、佐野 美影（中村学園大学教育学 

4 年）、上⽥ 乃彩（中村学園大学教育学部 4年）、⼩津和 天⽻（中村学園大

学教育学部 4年）、松尾 祥果（中村学園大学教育学部 4年）、近藤 祐加（中

村学園大学教育学部 4年） 
発表⑥：伊関 春⽇（⼈間環境⼤学・総合⼼理学部 3 年）、杉﨑 倫太郎（⼈間環境⼤

学・総合⼼理学部 3 年）、丹下 瞳（⼈間環境⼤学・総合⼼理学部 3 年）、星
川 雛（⼈間環境⼤学・総合⼼理学部 3 年）、下⼟井 快（⼈間環境⼤学・総
合⼼理学部 3 年）、淺⽥ くるみ（⼈間環境⼤学・総合⼼理学部 3 年） 

 
12:30〜13:30 昼休憩 
 ※ 学⾷はお休みです。コンビニなどで事前に昼⾷をご準備ください。 
※ 臨時理事会 会場【2705】 

 
13:30〜14:20 会場【2604】 
基調講演 「佐賀アジアドリームズが体現する、これからのローカルプロスポーツチームが

果たすべき役割とビジョンについて」 
⼭下 翔⼀（NEO ASIA JAPAN 株式会社創業者・取締役、球団 GM） 



 
14:30〜15:50 会場：2604 
シンポジウム 「スポーツ・社会・Well-being の関係性とグローバル⼈材育成」 

（ハイブリッド） 
   コーディネーター：⻘柳 達也（九州⽀部⻑・⼤会委員⻑、佐賀⼥⼦短期⼤学） 
   パネリスト： 

⼭下 翔⼀（NEO ASIA JAPAN 株式会社創業者・取締役、球団 GM） 
    ⽇野 稔邦（佐賀県 SAGA2024・SSP推進局 SSP総括監兼政策部政策総括監） 
    ⿊⽥ 次郎（近畿⼤学産業理⼯学部経営ビジネス学科教授） 
 
15:50~16:00 休憩 
 
16:00〜16:30 会場【2604】 
・学会総会 
・表彰式 
・九州⽀部総会 
・閉会式 
・今後の研究⼤会の案内 3 ⽉ 20 ⽇（中部関⻄合同⽀部⼤会）、6 ⽉ 14 ⽇（関東⽀部⼤会） 


